The problems of early childhood education and care in the 21st century by 汐見 稔幸
──幼児教育の現在
こんにちは、汐見です。どうぞよろしくお
願いします。今日のシンポジウム用の資料の
中に、教育基本法、学校教育法、それから幼
稚園教育要領の改訂に関するプリントがあり
ます。まずその解説をしたいと思います。
学校教育法の改正
最近、教育要領と保育指針が改訂されまし
た。もともと教育要領はおおむね10年ごとに
改訂することになっているのですが、それだ
けが理由ではありません。実はこの10年間に、
教育関係の法律、それから子ども関係の法律
が非常に多く変更され、あるいは作成された
のです。まず教育基本法が変わってしまいま
した。それに連動して学校教育法が大きく変
わりました。それから児童福祉法は、この間
何度も変わっています。保育士の任務が児童
福祉法の中に書き込まれましたが、おそらく
現場の人はほとんど知らないでしょう。それ
から少子化対策基本法だとか、発達障害者支
援法だとか、虐待防止法だとか、食育基本法
だとか、そういう子どもに関わる法律がどん
どんできた。それが必ずしも、現行の要領に
は反映していないので、それで変えなければ
ならないという理由
もありました。
その中で一番大き
かったのは、教育基
本法と学校教育法が
変わったことだと思
います。まず新しい
教育基本法の11条を
見てください。11条に、従来の教育基本法に
はなかった「幼児期の教育」という項目が入
りました。そこに「幼児期の教育は、生涯に
わたる人格形成の基礎を培う重要なものであ
ることにかんがみ、国及び地方公共団体は、
幼児の健やかな成長に資する良好な環境の整
備その他適当な方法によって、その振興に努
めなければならない」とあります。教育基本
法という重要な法律の中に、「幼児教育の振
興のために、国及び自治体は努力しなければ
いけない」と書き込まれたことには大きな意
味があります。
学校教育法はそれを受けて変更されました。
まず１条が変わったんです。古いものはこう
なっていました。「この法律で、学校とは、
小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、
大学、高等専門学校、盲学校、聾学校、養護
学校及び幼稚園とする」。幼稚園は最後に
「及び規定」で入っていたんです。なぜこの
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ようになっていたかと言いますと、第二次世
界大戦後に学校教育法をつくる時に、幼稚園
をどこに入れるかということが論議されたの
です。児童福祉法も考慮されたのですが、幼
稚園はやっぱり学校教育法だろうということ
になりました。ところが学校というと、机に
向かって決まったカリキュラムがあって先生
が発問して、というイメージですよね。それ
に対して、幼稚園は違う。生活全体で子ども
の全人格を育てていくもので、いわゆる学校
としてほしくないという意見もあったのです。
そこで、最後に異質なものとして「及び幼稚
園とする」という形で入れる。これは坂元彦
太郎さんや倉橋惣三さん、そういう方々の意
見でこのようになったのです。
ところが今回、新しい学校教育法の第１条
がどうなったかといいますと、「この法律で、
学校とは、幼稚園、小学校、中学校、高等学
校、中等教育学校、特別支援学校、大学及び
高等専門学校とする」。幼稚園がトップに来
たのです。さりげない変化ですが、考え方に
よっては根本的な変化になります。今の日本
では学校は幼稚園から始まることになったの
です。つまり学校というのは幼稚園からです
よ、幼稚園は学校の始まりですよ、というこ
とになったのです。すると世の中はその論理
で動くことになるでしょう。
では保育所はどうなるのでしょう。実は保
育所についても、幼稚園と同じ幼児教育機関
として位置づける動きが強まっています。学
校教育法が改正された後に、文科省が「幼児
教育振興アクションプログラム」という文章
を出しているのですが、７つの重点課題の中
で、今後は幼稚園と保育所を区別しないとい
うことがトップにきているのです。ある程度
の質の幼児教育をするならば、幼稚園と保育
所は一切区別をしませんということです。
「小１プロブレム」が話題になったころに、
「幼児教育では子どもをきちんと育てられて
いないんじゃないか」「幼児教育にメスを入
れなければいけないんじゃないか」という意
見が出てきました。そこで、中央教育審議会
には幼児教育だけを議論する機関がなかった
のですが、中教審幼児教育部会がつくられる
ことになります。2005年のことですね。では
それを担当する文科省の部局はどこか。文科
省はすぐに組織替えをして、幼稚園課をなく
して幼児教育課をつくりました。その幼児教
育課は日本の幼児教育機関すべてを管轄しま
す。幼稚園、認定こども園、そして保育所で
すね。ですから保育所は今後、カリキュラム
の面では文科省の管轄に入る可能性がありま
す。今回も保育所保育指針の３章の教育の項
は、幼稚園教育要領をそのままコピーして、
内容上は全く同じにしています。そうすると
指導は当然、文科省の方が専門ですよね。実
際に、新潟県の三条市や長野県駒ヶ根市など
では、保育所が教育委員会管轄に変わってい
ます。
幼児教育の世界的動向
実は学校教育法が改正される以前に、世界
中がすごい勢いで幼児教育に力を入れ始めて
いました。典型的なのはイギリスですね。
1997年にブレア政権が誕生してから、幼児教
育の予算がほぼ毎年倍々に増えていきました。
現在イギリスの幼児教育予算は、小中高を
100としたら116ぐらいです。小中高を全部あ
わせたよりも幼児教育の方が多いのです。ち
なみに日本はどうかというと、小中高をあわ
せて100とすると幼児教育は30です。イギリ
スではサッチャー政権の時に、格差が非常に
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広がって貧困者の数が激増しました。それを
立て直すために、ブレアは「貧困を撲滅する」
ということをスローガンにしたのです。では
どのようにして撲滅するのかといえば、「第
一に教育、第二に教育、第三に教育」と言っ
たわけです。彼の有名な演説の一節ですね。
具体的には、貧困地帯といわれるところに、
質の高い幼児教育施設、総合施設を最初に９
ヶ所つくりました。シュア・スタートといっ
て今は全国に300ヶ所以上あるのではないで
しょうか。もともとアングロ・サクソンでは
子どもを家庭で育てるという考えが強かった
ので、以前は幼稚園も保育園も国として積極
的につくる政策をとっていなかったのです。
しかし働く人が増えていって、誰が子どもを
育てているんだ、誰もいないじゃないか、と
いう状況になってしまった。家庭で育てると
言ってもみんな働いていて、社会で、つまり
幼稚園や保育所で育てるしかない。ブレア政
権時代に、４歳以降の幼稚園とナーサリース
クールはすべて無償になりました。お金があ
ったら教育を受けられる、お金がなかったら
受けられないというシステムだと、格差が広
がってしまうからですね。今年あたりから３
歳から無償になるそうです。ちなみにフラン
ス、イタリア、ベルギー・オランダ・デンマ
ークなどの国々も、この間に４歳あるいは３
歳以上の幼児教育は無償にしています。
ヨーロッパではそのようにして、社会で、つ
まり幼稚園や保育園で子どもを育てるシステ
ムに金を注ぐようになってきました。OECD
でも調査していますが、幼児教育にかける予
算が急激に伸びていきました。ところがそう
いう手を打たなかった国が一つあるのです。
日本です。OECD加盟国の中で、日本の対
GDP比の幼児教育予算は少ない方から２番目
ぐらいです。そのことに対して族議員や文科
省などの不満と焦りがあるんですね。そこで
何とか幼児教育重視策へもっていこうとして
いるわけです。少子化対策に割り込もうとい
うことですね。それで今、世界の流れに合わ
せて、学校を幼稚園から始める方向にむかっ
ているのです。
幼稚園から学校教育が始まる制度の典型は
フランスです。フランスは昔から幼児教育は
世界一だと自負していた国ですが、３歳以降
は100％の子どもがエコール・マテルネルと
いう幼児教育施設やその他の施設に就園して
います。エコール・マテルネルが圧倒的に多
いのですが、これは日本の総合施設にあたる
もので、幼稚園と保育所の機能を兼ねていま
す。親の希望によって、午前中だけなら午前
中、夕方までなら夕方まで子どもをみます。
先生は小学校免許と幼稚園免許を持っていな
いとなれません。年長を持った先生は次の年、
その子たちが行く小学校１年生を担当するの
が望ましいとされています。エコール・マテ
ルネルのカリキュラムは、日本の文科省にあ
たるところが学習指導要領のようなものを作
成していて、小学校のカリキュラムと連動し
ています。名称も幼児課程ではなく学校教育
の基礎課程です。それを日本も法律上は追い
かけようとしたわけです。それがこの学校教
育法の第１条の変更の意味ですね。
次に第22条を見てください。今まで幼稚園
の教育内容については第78条で規定していま
した。「及び幼稚園とする」というので後ろ
に置かれていたのです。それが学校の中で、
最初に出てくるようになりました。第22条、
何の国民的な議論もありませんでしたが、非
常に大きく変化しています。「幼稚園は、義
務教育及びその後の教育の基礎を培うものと
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して、幼児を保育し、幼児の健やかな成長の
ために適当な環境を与えて、その心身の発達
を助長することを目的とする」とありますね。
この「義務教育及びその後の教育の基礎を培
うものとして」という文言は、これまで入っ
ていませんでした。この文言を文字通りに読
むと、幼児教育というのは義務教育の基礎と
いうことになります。もっと狭く読むと、幼
児教育では小学校教育の基礎をやるのだとい
うことになります。一見問題なさそうですが、
それでいいのでしょうか。
幼稚園も保育園も小学校教育の下請け機関
ではありません。例えば５歳の子が何か活動
した時に、ものすごく目を輝かせる。さっき
の加藤さんの話にあったような共感的な知性
や探索的な知性がワーッと出てくる。そうい
うのを満たしてやることによって、その後の
生活の基礎ができていくのだから、小学校の
カリキュラムとは関係なく、幼児教育でやり
たいこと、やるべきことがあるはずです。そ
れが本来の筋ですよね。つまり子どもの発達
の筋から考えるならば、小学校教育から幼児
教育を導くのではなくて、「私達はこういう
幼児教育をやりたい」という主体性を持つべ
きですよね。ところが、学校教育法を文字通
りに読むと、幼児教育で小学校の基礎をやる
ということになりかねない。これは大きな問
題です。
最低基準化の重要性
ここで着目したいのは、今回の幼稚園教育
要領と保育所保育指針が、改定によって最低
基準になったという点です。保育所の保育指
針も今回告示化されて、つまり法定化されて
最低基準化されました。つまり「最低、これ
は必ずやってくださいよ」ということしか書
かなくなったわけです。僕はこの最低基準に
なったということを強調して受け取った方が
いいと考えています。
教育要領にも保育指針にも、幼稚園や保育
所で最低やること、目標に属するものだけが
書いてあります。でもその目標を達成するた
めにどのような保育を行うかということにつ
いては、とくに方法に属する部分については、
何も書いてありません。保育指針について言
えば、前回のものよりずっとシンプルになっ
ています。それはつまり、どのようにやるか
は現場で決めてくださいというかたちで、現
場の裁量を増やしたといえるわけです。法定
化されて縛りがきつくなったのかというとそ
う単純ではなく、ある面では逆なのです。
「私たちはこういう方法でやりたいよね」と
いうことについては、自由に考えねばならな
くなったわけです。そのことをもっと積極的
に受け止めたい。これからの幼稚園、保育園
は、こういうことをやりなさいということは
国で決めているけれど、どういう子ども達を
育てたいのか、子どもたちにどういう力を備
えたいのかということは、もっと自分達で考
えなければいけないということになったのだ
と捉えたいわけです。
日本の戦後教育の根本的な弱点の一つは、
学習指導要領による縛りが強かったために、
先生たちがカリキュラムを根本からつくれな
かった点にあります。「今年の３年生は１年
間で何をしようか」あるいは「この子どもた
ちにどのような力をつけてやることが大事な
んだろう」といったことを、先生たちが考え
る余地はあまりない、考える必要がないので
すね。それは決まっていて、教科書もいくつ
かある中から選ぶしかない。何をするかとい
うことは決まっているわけですから、あとは
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いかにうまくやるか、教え方だけなんですね。
決められたカリキュラムには、一方で、あ
る種の効率の良さはあります。北海道から沖
縄まで同じ内容だから、子どもが転校したと
きに困らない。先生たちにとっても、考えよ
うによっては楽です。「何を」ということを
考えずに、「どのように」という工夫に集中
できますから。けれどもそこでは、教育の本
当の面白さが奪われています。今の時代に本
当に食い込める人間を育てられているだろう
か、社会をよく変えていこうという意思を持
った人間を育てられているだろうか、そうい
ったことを問うチャンスがあまりないのです。
だからこそ、最低基準ということを強調し
て受け取るべきだと思うのです。そうすると、
これからの私たちの保育の課題は何だろうと
いうことを、みんなで考えることがテーマに
なってくる。これから皆さんは、幼稚園や保
育園で、どのような保育をしたいですか。ど
のような力を子どもたちに育てたいですか。
どうしてそれを育てたいのですか。そういっ
た保育の課題を考える時に、私たちはどうや
って考えるのか。その考え方というのが、僕
は大事じゃないかと思っています。次にその
話をしたいと思います。
──保育を構想する方法
僕は園長の研修を行う時には、「自分はど
んな園をつくりたいのか」ということをまず
書いてもらいます。「どんな園をつくりたい
のか」「それはなぜなのか」ということ、そ
れを議論する力がなければ、自分たちで保育
をつくることはできません。重要なのはその
発想の仕方です。僕は３つの方法があって、
それぞれに特徴があると思っています。
発達課題から考える
１つ目は、子どもたちの発達上の課題から
保育を考えていく方法です。大瀧さんのお話
にもありましたが、やはり90年代になって子
どもは変わってきました。会話の発達がうま
くいっていない、対人関係で非常にデリケー
トである、大きなストレスを抱えている、い
ろいろありますね。自分が引き受けた子ども
たちが、どういうところが得意で、どういう
ところが心配でという認識をしっかり持って
保育する、それは大事なことだと思います。
例えば、最近はあまり流行らなくなったけ
ど、土踏まずをつくる保育というのがありま
した。長野のある幼稚園なんかは、30年くら
いやり続けています。今は、卒園するときに
なっても土踏まずができてない子どもが多い
そうです。昔は小学校入学までにはできてい
たのに。僕がその園をえらいと思うのは、30
年間ぐらい土踏まずの記録をとり続けている
ことです。そうするといろんなことがわかっ
てくるんですね。やっぱり子どもたちが本当
に走らなくなっているし、歩かなくなってい
る。それでその幼稚園では、山の中を走り回
らせる保育をしています。
発達の課題があるからそれに応えようとい
う発想には、問題もあります。例えば日本の
子どもは自尊感情が低いと言われる。そこで
幼稚園の教育要領にも「自尊感情を高める保
育を」と書かれましたが、そのような発想の
仕方には少々危惧を感じます。これが弱い、
その克服をということになると、みんな自分
が苦手なことばかりさせられる。そういう保
育になるわけです。大人が勝手にデータで弱
いところを見つけて、その克服をテーマにす
るならば、保育は訓練のようになってしまい
ますね。それでは子どもたちが、幼稚園や保
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育園に行きたくなくなってしまいます。やっ
ていること自体は、全面的に間違いというわ
けではありません。しかし保育や教育は、子
どもが「面白い」「やりたい」ということを
やる中で、結果として様々な力を身につけて
いくのが本来の姿ですね。ですから僕は、発
達上の課題の克服を考えることは大事なのだ
けれど、そのまま保育の課題にするというこ
とに対しては、ちょっと待てよ、と思います。
そこで重要になってくるのが目に見える子ど
もの姿です。保育がリアリティをもつために
は、大人が期待することと子ども自身がやり
たいと思っていることの接点をふくらませて
いく、そのことをいつも頭に置いておく必要
があると思います。
将来の社会から考える
二つ目は、例えば30年後に、今４歳や5歳
の子どもたちが大人になって社会を担ってい
く。その子どもたちが生きる社会は人間にど
のような能力を要求するのか、そういったこ
とを考えて保育を行う必要がある。社会の変
化がこれだけ激しい中で、自分たちにとって
大事だったことだけで、本当にいいのかとい
う問題です。将来の社会というのを構想した
ときに、人間がわきまえなきゃいけないよう
な能力だとか感性だとか、そういうものを考
える必要があると思います。
例えば僕の予測では、経済の中心は半分以
上アジアになっていると思うんですね。「ど
こで仕事をしてるの？」と尋ねたら、インド
とか中国とか言う人たちがどんどん出てくる
だろう。それから日本の国内にも外国人が増
える。日本は若い人たちがどんどん減ってい
って、高齢者は逆に増えていきます。そうす
ると労働力が足りなくなるという問題が出て
きて、外国から労働者が入って来ることが当
たり前になるでしょう。そうすると、外国人
と一緒に仕事をしたり勉強したりすることが、
日常の生活になります。
ところが日本人は、違う文化を持った人た
ちと一緒に仕事をすることに、あまり慣れて
いません。明治以来、文字だとか文章では外
国のものを取り入れたけれども、直接接触し
てということは、侵略した時以外は、あまり
やってきませんでしたから。そのため「ちょ
っと違うと、すごい違和感があるよね」とい
った感性になってしまう可能性があるのです
が、そういうことでは、うまくいかなくなり
ますよね。「ちょっと違うことが、すごく面
白いよね」、「違いがあるから、人間って豊か
なんだよね」といった感性でないと。違いが
自己認識を深めてくれるんだ、みんな同じで
は面白くない、微妙な違いが興味深い、そう
いう感性を鍛えなければ、対応できなくなっ
てしまうでしょう。
他にもあります。例えば僕は、自分の子ど
もを育てながら、次のように考えていました。
この子らが大人になる頃には、僕らのときよ
り環境問題が深刻になっているだろう。地球
と人間の共存だとか、森林を大事にするだと
か、そういうことがもっと重要になるだろう
と。ところが僕は、東京の品川というところ
で子育てをしたのですが、おおむねコンクリ
ートジャングルなんですよね。そうしたら息
子が４歳のときに、「お父ちゃん、庭って
何？」って。「庭って、知らないのか。そう
か、公団住宅じゃわかんないな」と思って、
ショックを受けました。土のある生活もした
ことがないし、何かを育てたこともないので
す。そういう生活じゃまずいなと思って、そ
れで僕は決意して、土日だけは子どもたちを
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緑のあるところ、土のあるところへ連れて行
くことにしました。毎週、神奈川や山梨のほ
うに連れていったのです。面白かったですよ。
虫とってみたり、きのこ採ってみたり、木に
登ってみたり、チャンバラごっごやってみた
りっていうような生活。それが影響したかど
うかわかりませんけど、真ん中の息子は今、
大学で森林生態学を専門にしていて、つまり
環境問題を研究しています。
子どもを育てている時に、自然と人間の共
存が大事だといわれていて、でもこの子らは
実は自然を感じたことがないのではないかと
気づく。そのときに私たちは、自然がこんな
に面白くて深くて怖いものだということを、
どう子どもたちに体験させてやれるのか、そ
ういうふうに考えます。それは将来の社会の
ことを考えたら、そういうことが必要になる
だろうということから教育や保育をつくるわ
けです。このように課題を考える道筋の方は、
子どもにダイレクトに対応していくのではな
くて、もう少しじっくりと育てていかなけれ
ばならない。政策には左右されないで、でも
確実に今のままではこう変化していく、それ
を見通しながら、そうした変化に対応できる
力を構想していくということです。今ないも
のも含めて育てていかなければいけないとい
うことで、もう少し長いタイムスパンで、保
育を考えていくということです。
普遍的な価値から考える
そしてもう一つ、三つ目は、普遍的な価値
からの発想です。人間が平和に暮らしていく、
他者と一緒に暮らしていくというときに、本
来こういうことが大事ではないかといったこ
とです。あるべき社会といったものを考えた
ときに、こういう能力を持っていることが人
間にとって必要ではないか、あるいはこうい
う意思を持って生きていくことが当然ではな
いか、そういったことですね。これは、環境
問題が現在的であるのに対して、より普遍的
なものです。人間が平和に生きていくために、
どんな時代でも必要とされる普遍的な価値、
社会のあり方を構想するところから出発しま
す。加藤さんが「対話的な保育」ということ
をおっしゃっていましたが、それも一つです
よね。
イタリアのレッジョ･エミリアの幼児教育
をご存知でしょうか。ずいぶん注目されてい
ますよね。レッジョ・エミリアは面白い町で、
人口10万人前後の小さな町なのですが、戦前
のドイツ支配やムッソリーニのファシスト体
制に対するレジスタンス運動、抵抗運動の、
一つの拠点なんです。イタリアは町によって
いろんな匂いがあって面白いのですが、たと
えばボローニャは戦後に復興資金を一切もら
わず全部自前で立て直しました。だから今で
も社会的協同組合など互助的な制度が豊かに
発達しています。レッジョ･エミリアにはレ
ッジョ･エミリアの特徴があって、戦後、二
度とこんな戦争をするファシズムの国はつく
りたくないという人達が集まって戦後復興を
した。もう絶対にファシズムの国にしたくな
い、戦争をする国にしたくないという平和へ
の意思、それを育てていくためにどうしたら
いいか考えたときに、それは教育だろうとい
うことになりました。
レッジョ・エミリアの幼児教育は、「戦後
の復興は教育から」ということで始まったの
です。それで、いつから教育するのかという
と、それはもう赤ちゃんの時からすべきだろ
うということになりました。無手勝流で始め
て、いろんな所へ勉強に行ったそうです。ピ
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アジェに学び、ヴィゴツキーに学び、アメリ
カの進歩主義教育に学んだ。そしてイタリア
にあった職人文化やデザインを大事に生かし
ながら、少しずつ幼児教育実践を形づくって
いったのです。レッジョ・エミリアの幼児教
育の指導者はローリス・マラグッツィという
人です。彼が見いだしたところでは、私たち
は子ども達の持っている潜在的な可能性を、
まだほとんど引き出していない。一人の人間
は100の言葉を持っている、100の表現能力が
あるといいます。それで様々なテーマで、わ
いわいと議論しながら、表現しあっていく。
そのような関係を丁寧につくっていく中で、
平和への意思が生まれてくる。表現の教育と
いうと、最初の平和というところから、かな
り違った形になっているように感じるのです
が、実際には本当の意味で平和を受け継ぐ人
間は表現の個性を大事にする人間なんですね。
ここにあるのは、一人ひとりの個性的な表現
をお互い大事にしあう社会は、絶対に人をあ
やめたりしないという思想です。彼らにとっ
ては、一人ひとりの子どもの表現、言葉の多
元性や多様性をどのように引き出すかという
ことが平和につながるのです。
他に三つ目の普遍的な価値からの発想とし
て、最近で言うと、アメリカの教育哲学者ネ
ル・ノディングズのケアの思想があります。
もともとケアリングというのは福祉や看護の
言葉だったのが、今、教育の中に入ってきて
います。ケアという言葉にはいろいろな含み
があって、人の世話をする、慈しむ、大切に
する、尊敬する、そういった意味合いがある
そうです。そこでケアというカテゴリーで教
育を構想していくと、例えば人間が自然を支
配するといったような、とんでもない欲望を
生み出す教育からは解放される。具体的には、
幼い子どもや弱い者のケアをする、世話をす
るということから始まって、人間が編み出し
た知恵としての道具に対するケア、人間が編
み出したさまざまな知識に対するケア、とい
ったように教育を構想しています。知識は従
来の教育の中心にあったわけですが、これを
編み出すのにどれだけ大変な努力をしてきた
か、その知識のためにどれだけ我々の生活は
恩恵を被っているかということから、従来と
違う姿勢で接近していくんです。もともと人
間は知識や道具に対してもっと感謝していた。
人間が生み出したものは人間の知恵なのだけ
れど、それに対して深く感謝しながら生きて
いく。そういう共同体を作っていく。これも
本来の人間のあり方から教育を構想している
んですね。
今の社会は何かおかしい。人間はそれを目
指してきた訳ではないだろう。だからそれを
変えていくために、もう一回人間が理想とし
てきたような社会、あるいはそうあったほう
が幸せになれるという社会を作るために、人
間にはこういう能力がもっと必要なんじゃな
いかという、そういうカテゴリーが今、いく
つか生まれてきているのです。それが表現で
あったり、ケアであったり、それから加藤さ
んのいう対話であったり、あるいはルソーが
言った共感・共苦（ピティエ）であったり。
そういうキーワードで表現される関係作りで
す。
対話の教育
僕は加藤さんのいう対話の保育に非常に共
感しています。実は僕が東京大学にいたとき
に大学院のゼミで追求していたテーマは、対
話の教育思想でした。古代のソクラテスやプ
ラトンから、対話とは何だろうということを
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考えていました。
僕が非常にショックを受けて、対話は重要
だということを痛感した出来事がありました。
70年代の末に中学校が荒れた時、僕は足立区
のある学校に少し関わっていたのです。その
学校は僕の友人が何人か教師をしていたので
すが、若い先生たちで頑張っていました。そ
こは生活保護世帯がクラスの生徒の半分を占
める地域だったのです、僕の友人が赴任した
時に担任した１年生のクラスも、クラス40人
中生活保護世帯の生徒が16人いました。だか
ら学力も率直に言って低いわけです。テスト
の結果を見せてもらってびっくりしました、
同じ業者のテストで、別のある区の中学校の
平均点の半分くらいしか点がとれてないんで
す。そのある区の平均点を取ればその学校で
は成績が５でした。それで非常に荒れている
わけです。屋上なんてタバコの灰だらけです。
それを生徒に注意したら、お父さんがナイフ
持って学校にきて「俺の息子に何するんだ」
なんて言う。もう命がけです。
僕の友人がそこに赴任して１年間、必死で
頑張りました。おかげで表面的な非行はなく
なりました。１年目で12時までに家に帰った
ことは１度もなかったそうです。夏休みも40
日間ずっと学校に行きました。彼は「あいつ
らを家へ帰したくない、俺が預かりたい」っ
て言ってました。家に帰ればまた荒れちゃう
から。そうやって一生懸命やって２、３年目
ぐらいに、どうしたらこの学校の非行問題を
なくせるかということで、僕が関わりはじめ
ました。そこでやはり学力問題じゃないかと
いうことになったのです。こんなに学力が低
いと、授業なんてわかってないんじゃないか、
と。教員が一致して学力向上のために、新し
い１年生からNHKのラジオ基礎英語のテキ
ストを全員に持たせました。「朝６時15分か
ら必ず聞いてこい」と全員にさせたんです。
そして授業の休み時間に、英語だとか漢字だ
とか計算のドリルをやりました。でも「基礎
英語やったか」とか、「このプリント間違っ
てる、もう１回やり直せ」ってやっていると、
二学期の途中で先生たちが疲れてしまって、
「もうやめよう」ということになったのです。
授業以外にもいろんなことをやらなくてはな
らなくなったし、その割には学力上がらない
ことがわかってきたし。
ところが、その中一の子どもたちが中三に
なった時に、学校が激しい校内暴力に見舞わ
れたのです。その時に、彼らが鉄パイプ持っ
て学校の窓ガラスを全部割りながら口々に言
ったのが、「てめえ、このやろう、やりたく
もない基礎英語ばっかしさせやがってよ
お！」といったことでした。あのうらみつら
みを晴らしてやるって感じでうわーって来た。
教師たちは非常にショックを受けたのです。
学力が低いからなんとかしようとして自分た
ちがやったことが、ずっと彼らの恨みの根拠
になっていた。これは一体何なのか。
同じように荒れた学校で、うまく立て直し
た学校もありました。そういう学校では、先
生たちが生徒のところにおりていったのです。
「あなた方はどうしたいの？ 何したいの？」
と言って、夜の９時でも10時でもずっと話し
合いをした。一致しなくてもいいから泥臭く
やった。地域の塾の先生の知恵なども借りて、
「あの子たちは塾ではどういってるんですか」
と。そういうふうにした学校は見事に立ち直
りました。失敗した学校と何が違っていたか
というと、結局は本当のコミュニケーション
が成り立っていたか成り立っていなかったか、
その一点なんです。子どもたちの気持ちがち
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ゃんと教師に通じていたところでは、教師た
ちの気持ちも子どもたちに通じていた。メッ
セージではなくて気持ちです。気持ちが通じ
ていることが、教育的な関係の中で一番大事
だったんです。それが対話ということなんじ
ゃないか。
対話すなわちダイアローグは、ディアロゴ
スという言葉に由来します。ディアというの
は分有する、一緒に持つことです。ロゴスと
いうのはロゲインの名詞形、つまり話すとい
う意味なんですが、ギリシャの伝統では言葉
の中に直理が体現するということで、これが
真理や理法という意味になった、そういう言
葉です。だからディアロゴスは、知識や真理
を分有する、そういう意味なんです。対話と
いうのは理屈っぽく使われてしまったりもす
るのですが、わかりやすく言うと、気持ちが
共有できる、お互いの気持ちを分かりあう、
そこに人間の真理が始まる。そういうことだ
と思うのです。保育なんかでいうと、子ども
がワーッとなっている時に、「あの子はなん
でああいう気持ちになるんだろう」と考える。
そして「私、気持ちがわかった」となった時
に対話が始まるんですね。それが人間と人間
の関係の基本ではないでしょうか。
僕はそこからコミュニケーションというも
のに興味を持ちました。そうしたらある本に
面白いことが書いてあったんです。コミュニ
ケーションという言葉は実は、パリ・コミュ
ーンといったときに使うコミューンという言
葉からできたんだそうです。コミューンとい
う言葉は、英和辞書によれば、元々は神様と
交わるという意味の動詞なんですね。ですか
ら神様と交わる共同体のようなもの、それが
コミューンということになります。つまりコ
ミューンというのは、みんなが同じ意思を持
って集まっていて、お互いに何に悩んでいて
何に困ってるかといったことが響きあうよう
にわかる共同体のことです。そこでの人と人
との関係は、今よりももっと透明なものです。
人間と人間の関係はそういうものだというの
です。「誰々ちゃんが今こんなことで悩んで
る」「こんなことで困ってる」といったこと
をお互いにわかりあっている。そこで「サポ
ートしよう」あるいは「今放っておいてやろ
う」ということになる。そういった人間と人
間の関係に隔てがないというか、透明度が高
いというか、そういう関係の社会を作ること
が、人間が目指してきたことだというのです。
ところが実際には、現在は、人々の関係がバ
ラバラになり、隣に住んでいる人が何を考え
ているのかわからない、夫婦でさえ相手が何
を考えているかわからないという時代です。
人間と人間の関係があまりにもコミューン的
じゃなくなっている。不透明になっている。
そこで人間と人間の関係をもう一度コミュー
ンなものに戻そうという意思が示され、それ
が「コミューンにする」つまり「コミュー
ン・ケーション」となったと書いてありまし
た。
ですからコミュニケーションというのは、
もともとは、お互いの思いや気持ちをわかり
あえる関係を作る行為なのです。ちなみにコ
ミューンすなわち透明な人間関係を原理とす
る社会や制度を作ろうという思想をコミュニ
ズムといいます。コミュニズムを共産主義と
訳すのは不正確で、コミューン主義なんです
ね。そのように考えたら、コミュニケーショ
ンつまり本来のコミューンな関係を人々が作
っていくことは、暴力で解決する上下関係じ
ゃなくて、横並びの関係でできるだけわかり
あおうということになります。子どもと保育
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者、保育者と保護者、みんなが対話的な関係
になっていく。つまり上下関係ではなくて、
気持ちがお互いにわかりあっていくような関
係です。それを作ることが社会の原理になっ
た時、人々は争いをしなくなるでしょう。で
すから、さっき加藤さんは時間がなくておっ
しゃらなかったけど、対話の思想を本当に思
想にしていけば、お互いがわかりあえば戦争
しなくてすむ、そういう深い平和思想になり
ます。
普遍的な価値から発想する
「幼稚園や保育園でどういう保育をしよう」
ということ、保育の課題は何かと考えた時に、
三つの発想の方法があるということをお話し
してきました。一つ目は子どもの発達の姿か
ら、二つ目は将来の社会の姿から、そして三
つ目はそもそも人間はこうあるべきだという
普遍的と思われる価値からの発想です。僕は
三つとも大事だと思っていますが、今日言い
たいのは、三つ目からスタートさせてほしい
ということです。二つ目からスタートさせて
もいいのですが、やはり三つ目が必要ですね。
対話だとか、ケアだとか、表現だとか、共感
だとか。それって一体何なんだろうというこ
とを一生懸命考えながらやっていく。すると、
そもそも人間はどういうときが幸せなんだろ
うとか、人間は何を目指して歴史をつくって
きたんだろうとか、根本的なことを考えざる
をえなくなります。そして結局、私たちもそ
ういうことを目指しているのだと気が付くと、
やっていること、目指すべきことが見えてく
るはずなんです。そこに一つ目の発達上の問
題への取り組みや、二つ目の将来の社会の構
想を取り込んでいく。そういうふうにすれば、
現代の子どもたちが身体の発達に課題を抱え
ていたとしても、「逆上がりができないから、
逆上がりをやりなさい」といったかたちの保
育にはならないと思うのです。
保育指針や幼稚園教育要領が新しくなって、
上から管理される度合いが強まるということ
になったら、何にもならないと思います。そ
うではなくて、最低限、このレベルの保育は
しなければならないという圧力は強くなった
けれど、その枠の中で我々が自分たちで目標
をつくるチャンスが広がったんだ、あくまで
もそう捉えたいと思います。そうだとしたら、
いったいどのように保育を行うか、どういう
子どもを育てるのかということを、どの職場
でもわいわいと議論しなければいけなくなる
はずです。その時の議論の仕方について参考
になればと思い、お話ししました（拍手）。
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───────────────────────────────［しおみ としゆき・白梅学園大学学長］
